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ＪＦＣＣとの連携について

国立大学法人名古屋工業大学　学長
高橋　実

　JFCC設立時から様々なプロジェクトや共同研究等で個人レベルでの本学教員との研
究交流は続いていましたが、JFCCと名古屋工業大学との組織的連携は意外にも新しく、
平成17年に「共同研究の推進」、「計測分析における技術の相互補完及び機器等の相互活
用」等について連携する旨の協定を締結したことに始まります。

　現在は、平成20年に開設した未来材料創成工学専攻に連携大学院を置き、本学におい
て2名のJFCC研究員に修士・博士の研究指導や講義担当を行って頂いています。具体的
には、材料設計シミュレーション特論担当として松原秀彰氏ならびにセラミックス薄膜
プロセス特論担当として石川由加里氏にご協力をお願いしています。これらの分野は持
続型社会の構築に向けて極めて重要なグリーンイノベーション分野であり、名工大の太
陽電池、燃料電池、および水素の製造と貯蔵・輸送技術開発、さらにはこれらを有機的に
組み合わせた｢自産・自消エネルギーシステム｣創製プロジェクトにも密接に関連してお
ります。また、研究交流も引き続き活発であり、昨年だけで受託研究3件、共同研究2件が
実施されました。本学に設置しているプロジェクト研究所についても、「環境調和セラミッ
クス科学研究所」と「ワイヤレスマテリアル＆デバイス研究所」には強力な外部機関とし
て連携して頂いています。特に前者は本学の重要な教育研究の柱である21世紀COEプロ
グラム「環境調和セラミックス科学の世界拠点」の核でもあります。

　東日本大震災を受け、第4期科学技術基本計画は再検討を迫られ、グリーンイノベーショ
ン、ライフイノベーションにくわえて復興・再生並びに災害からの安全性の向上が大き
な柱として追記されるようです。このような状況の中で、セラミックスはインフラ整備
的意味では無関係にも見えますが、むしろ開発ターゲットが広がるのではないかと考え
ています。例えば、エネルギー関係でもセラミックスが威力を発揮してきた新エネルギー
に直接絡む太陽光発電や燃料電池などの関連素材だけでなく、電力変換器、蓄電池、など
新たな電力ネットの構築やスマートコミュニティの実現に必要な部材、あるいは断熱材
など省エネ・創エネ住宅に必要な素材やデバイスの開発が加速されるのではないでしょ
うか。ただし、次世代の航空機、自動車素材で着目されるCFRPを引き合いに出すまでも
なく、オールセラミックスを目指すという対極としてセラミックスが対象とする素材・
部材をコンポジットや粒子系、デバイス系にまで拡張する貪欲さと勇気がセラミックス
研究者に問われてくると思います。

　言うまでもなく我が国の材料分野特にセラミックス分野の研究レベルは高く、トムソ
ン・ロイター社の機関単位評価においてJFCCと本学は国際的にトップレベルに位置し
ます。さらに国内にはNIMS、東工大といった世界レベルの教育研究機関もあります。これ
ら4機関の合同講演会は今年12回目を迎えました。連携をさらに深くし、日本が世界に発
信する復興・再生活動にセラミックスを武器にした貢献ができることを期待します。
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事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

　6月7日、第52回評議員会及び第53回理事会を開催しました。
平成23年度事業報告・決算、役員の交代、定款（寄附行為）の変更、新法人の役員選任等の議案について承認されました。

○第５２回評議員会

　日　時　平成２３年６月７日（火）１４：００～１５：００
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．現行法人の理事の選任及び退任について
　　　　　２．新法人移行後の理事・監事の選任について
　　　　［審議事項］
　　　　　１．新法人移行に係る定款（寄附行為）の変更について
　　　　　２．財団任意機関の変更について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．現行法人の役付理事の選任について
　　　　　２．現行法人の評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．平成２２年度事業報告及び決算報告について
　　　　　４．新法人移行後の機関（評議員・理事・監事・顧問）について

○第５３回理事会

　日　時　平成２３年６月７日（火）１５：３０～１６：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．現行法人の役付理事の選任について
　　　　　２．現行法人の評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．平成２２年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　４．新法人移行に係る定款（寄附行為）の変更について
　　　　　５．新法人移行後の代表理事・業務執行理事の選任について
　　　　　６．新法人移行後の顧問の選任について
　　　　　７．財団任意機関の変更について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．現行法人の理事の選任及び退任について
　　　　　２．新法人移行後の評議員・理事・監事の選任について

1．現行法人の理事の選任及び退任

副会長

副会長

理　事

理　事

名古屋市 副市長

社団法人中部経済連合会 会長

社団法人中部経済連合会 専務理事

三重県 農水商工部 理事

［役職］

入倉　憲二

三田　敏雄

伊藤　範久

山川　　進

［退任］

住田　代一

－

山内　拓男

林　　敏一

［新任］

2．現行法人の評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除

評議員

顧　問

日本高圧電気株式会社 システム事業本部 グループマネージャー

社団法人日本ファインセラミックス協会 会長

［役職］

佐々木  宏之

松下　　雋

［退任］

志知　美昭

川村　　誠

［新任］
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事業報告事業報告

2011年度研究成果発表会の開催

　7月8日（金）東京大学　武田ホール（武田先端知ビル）、７月１５日（金）ウインクあいちにて2011年度ＪＦＣＣ研究
成果発表会を開催しました。
　特別講演1件、研究成果ショートプレゼンテーション21件、ポスターセッション38件を行いました。
　来場者は名古屋会場では378名、東京会場でも196名と、両会場とも過去最高を記録し、多数のご来場をいただきま
した。これはJFCCの研究活動に対する関心の高さ、ポスターセッション時間延長の効果等が現れているものと考えら
れます。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終
了できました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画いたします。

研究所ニュース研究所ニュース

ナノ構造研究所新規透過電子顕微鏡（4台）導入完了

　2007年4月に設立されたナノ構造研究所で当初計画した4台の新規透過電子顕微鏡の導入が、計画どおり2011年3月
に完了しました。どれもJFCCと電子顕微鏡メーカーが協議しながら創意工夫を凝らして製造したものであり、世界最
高レベルの性能を持っています。
　下記に，各電子顕微鏡の外観と仕様等を示します。これらの最先端の透過電子顕微鏡は、電車・自動車などを発生源
とする地面の振動や磁場などから悪い影響を受けないように特別に設計・建設された電子顕微鏡棟に設置され、十分
な性能を発揮しています。

収差補正走査透過電子顕微鏡（H20年度導入）

メーカー
・日本電子株式会社

装置仕様
・加速電圧 ： 200kV
・電子銃 ： 電界放出型
・空間分解能 ： 0.078nm

付属装置
・照射系収差補正装置
・エネルギー分散型X線分析装置
・電子線エネルギー損失分光分析装置

用途
・先端材料の原子配列観察
・リチウムイオン原子列直視
・水素原子列直視

電場解析用ホログラフィー電子顕微鏡（H21年度導入）

メーカー
・株式会社　日立ハイテクノロジーズ

装置仕様
・加速電圧 ： 300kV
・電子銃 ： 冷陰極電界放出型
・空間分解能 ： 0.24nm

付属装置
・電子線バイプリズム
・静画撮影用高感度カメラ
・動画撮影用高速カメラ
・温度可変試料ホルダー（5K～400K）

用途
・リチウムイオン分布解析
・半導体内ドーパント（微量不純物）分布
　解析

※詳細はNo.93（2009年1月発行）を参照下さい ※詳細はNo.98（2010年4月発行）を参照下さい
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研究所ニュース研究所ニュース

磁場解析用ホログラフィー電子顕微鏡（H21年度導入）

メーカー
・株式会社　トプコン

装置仕様
・加速電圧 ： 200kV
・電子銃 ： 電界放出型
・空間分解能 ： 0.18nm

付属装置
・電子線バイプリズム
・エネルギー分散型X線分析装置
　（TWIN-EDS）
・電子線エネルギー損失分光分析
　装置

用途
・磁力線解析
・元素分布の高感度解析

環境制御型透過電子顕微鏡（H22年度導入）

メーカー
・FEI（オランダ）

装置仕様
・加速電圧 ： 300kV
・電子銃 ： 電界放出型
・空間分解能 ： 0.12nm（N25mba中）
　　　　　　　0.10nm（真空中）

付属装置
・結像係収差補正装置
・電子線エネルギー損失分光分析装置

用途
・ガス中での材料観察（差動排気方式による）

※詳細はNo.98（2010年4月発行）を参照下さい ※詳細は下段に掲載

環境制御型透過電子顕微鏡の紹介

　通常、電子線は物質との相互作用が強いため、電子顕微鏡内の電子線の経路は10-4～10-5Paの高真空に保たれてい

るが、真空中での観察では情報に限界があり、観察試料をガス環境の置くことで初めて観察可能になる現象が多く存

在します。例えば、セラミックス表面に固定した金属の拡散現象はガス環境に依存します。また、白金触媒が熱劣化現

象においても、白金の拡散・凝集挙動は触媒環境に大きく依存することが知られています。こうした現象の微細構造要

因を解明するためには、試料をガス環境で観

察することが重要です。

　ガス環境で電子顕微鏡観察をする方法は

幾つかありますが新規導入した環境制御型

透過電子顕微鏡は、差動排気方式と呼ばれる

方法を用いています。

　電子顕微鏡観察試料は数mmのギャップを

有する対物レンズ（ポールピース）の間にセッ

トされますが、差動排気方式ではこのギャッ

プにガスを導入するとともに、対物レンズの

上下に専用の真空ポンプをセットしてガス

を排気して対物レンズのギャップ以外への

ガス拡散を制御することで観察を可能にし

ています。　差動排気方式の長所は、観察視

野が広いことや、様々な電子顕微鏡用試料ホ

ルダーを通常の観察と同じように利用でき

ることを挙げることができます。また、この

顕微鏡は、収差補正装置を装備しており、真

空中で0.1nm以下、ガス中（0.5kPa）で0.12nm

の分解能を有しています。つまり、原子レベ

ルの分解能を有した状態でガス中観察が可

能です。今後、環境顕微鏡を、JFCCの主要解

析技術の一つとして受託研究展開いたします。
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Japan Fine Ceramics Center特許紹介特許紹介

1 ヘリウム分離材及びその製造方法 2005-337864 2011.1.21 4668043

発明名称 出願番号 登録日 登録番号

2005.11.22

出願日

2010年度特許登録実績 （2010/4/1～2011/3/31）

単独保有国内特許 ： 新規登録１件 ［累積保有数 ： 15件］ ＊ 単独保有特許は実施希望に応じます

共同保有外国特許

本件に関するお問合せ先 ： 研究企画部　齊藤　勤  （052）871-3500　　Email : t_saito@jfcc.or.jp

米国
韓国
中国
台湾
シンガポール
欧州

新規登録３件［累積保有数：１２件］
新規登録１件［累積保有数：７件］
新規登録１件［累積保有数：４件］

［累積保有数：４件］
［累積保有数：３件］
［累積保有数：２件］

単独保有外国特許 米国
欧州

［累積保有数 ： 1件］
［累積保有数 ： 1件］

【技術内容】 耐熱性に優れ、ヘリウムの透過性及び選択性に優れるヘリウム分離材及びその製造方法を提

供する。このため、本発明のヘリウム分離材は、連通孔を有する無機材料基体と、その表面層を被覆する非

晶質物質含有膜と、中間層である結晶質物質含有膜とを備え、該結晶質物質含有膜に包囲された細孔１４

（平均径０．２６１～０．２８８ｎｍ）を有する。

1 遮熱コーティング部材及びその製造方法 2004-168798 2010.4.16 4492855

発明名称 出願番号 登録日 登録番号

2004.6.7

出願日

中部電力

2 コンクリート補修剤の容器体およびその製造方法 2004-17164 2010.4.23 44994352004.1.26
三橋　博三

清水建設

11-076372 2010.5.21 45148471999.3.19NEDO

2004-31678 2010.5.28 45188082004.2.9TOWA

2004-155261 2010.5.28 45188382004.5.25
大崎総研

清水建設

2004-16852 2010.7.2 45427922004.1.26中部電力

2004-275373 2010.7.2 45428572004.9.22中部電力

2006-205961 2010.7.23 45558042006.7.24
科学技術振興機構

石原産業

2004-360543 2010.8.13 45659852004.12.13トヨタ自動車

2006-264230 2010.8.27 45732482006.9.28岐阜大学

2004-176718 2011.1.7 46585232004.6.15
中部電力

TYK

2001-027436 2011.1.21 46676112001.2.2

ケーエムシー
ルート工業
木村鉄工
雄信興産
丸ス釉薬

3 セラミックス多孔体の製造方法

4 導電性多孔質材料、その材料からなる
樹脂成形型、及びその材料の製造方法

5 歪センサ、その製造方法および歪検出方法

6 耐酸化材料及び非酸化物系複合材料

7 耐酸化性ユニット及び耐酸化性コーティング材

8 生体活性骨セメント組成物及びその製造方法
並びにそれを製造するためのキット

9 非結晶質複合酸化物粒子及びその製造方法
並びに蛍光材及び蛍光体

10 超音波骨計測装置用ファントム及びその製造方法

11 耐酸化複合材料

12 アルミニウム合金溶湯に対する非濡れ性を改善した
チタン酸アルミニウムセラミックス製部材とその製造方法

共願人

共同保有国内特許 ： 新規登録１２件 ［累積保有数 ： 50件］



　初めまして。2011年5月1日付で古河電気工業（株）より出向して参りました
菊池伸です。JFCCでは電池材料について電子顕微鏡を用いた研究を行うこと
になりました。
　私の大学時代の専攻は化学で、学部4年から修士2年の3年間、金属間化合物
の結晶構造と電子物性の解明というテーマで研究を行っておりました。古河
電工入社後は日光事業所メタル総合研究所に配属となり、貴金属めっきにつ
いて研究開発を行って参りました。あらゆる学問の中でも特に化学と長く付
き合っており、電池は電気化学が関わってくるので、これまで学んできたこと
を活かしていきたいと考えております。
　また、私は透過電子顕微鏡や電子線ホログラフィーを扱った経験が無いのですが、様々な論文や学会発表を通じて、
それらの有益性を実感させられました。したがって、世界レベルの技術者が揃うJFCCで、電子顕微鏡の技術を習得で
きることを大変光栄に感じております。初めのうちは、ご迷惑をお掛けすることも多いと思いますが、ご指導の程宜し
くお願い致します。
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　2011年4月1日付けで嘱託職員としてナノ構造研究所ナノシミュレーショ
ングループに着任いたしました小川貴史です。着任以前の3年間は新潟大学で
博士研究員として、シリコン単結晶中の点欠陥に関する第一原理計算を中心
としたシミュレーション研究をして参りました。JFCCでは多岐に渡る複雑な
セラミックス材料を相手にしており、シリコン単結晶のように純粋なものを
考えるときとは勝手が異なりますが、これまでの経験を生かして新たな研究
に挑戦していきたいと思います。
　継続的な計算機の進歩と計算手法の洗練により、第一原理計算による原子
レベルのシミュレーションは現実的な応用研究が進められる時期に達しています。シミュレーショングループには、
そのために必要な大型計算機と経験を備えたスタッフがそろっており、このような環境で研究をする機会を与えてい
ただいたことに感謝しております。 
　微力ながらJFCCに貢献できるよう研究に励みますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

ナノ構造研究所
ナノシミュレーショングループ　　小川　貴史

　2011年4月１日付けで日本特殊陶業から出向して参りました齊藤勤と申し
ます。
　日本特殊陶業では、入社時は総合研究所、その後は品質保証、海外長期出張、
子会社の工場長等を経験しました。2004年2月より知的財産部に異動して知
的財産部長として日本特殊陶業の知的財産の強化を進めて参りました。知的
財産部に異動当初は知的財産部員の言っていることが理解できないため、名
古屋駅前のLEC東京リーガルマインドの弁理士受験講座に参加しました。2年
間で4000時間知的財産に関する勉強をすると、知的財産に関する知識が身に
付き、知的財産の問題について適切な対応が出来るようになりました。今後日
本特殊陶業での知的財産の経験を活用して、JFCCでの知的財産の活動として、JFCCの皆様に知的財産の大切さを理
解頂き、JFCCの知的財産の強化の活動を進めて行きたいと考えています。

研究企画部　　齊藤　勤

ナノ構造研究所
電子線ホログラフィーグループ　　菊池　伸　
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３月３１日付
　契約期間満了
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員

４月１日付
　職員採用
　　事務局

　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　研究員

　出向受入
　　研究企画部　研究推進グループ　担当部長
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　主任研究員

４月３０日付
　出向元復帰
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員

５月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員

５月３１日付
　契約期間満了
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ　研究員

６月３０日付
　出向元復帰
　　事務局　人事・購買グループ長

７月１日付
　出向受入
　　事務局　人事・購買グループ長

金　基鉉

市川　直子

小川　貴史

齊藤　勤（日本特殊陶業（株））
山口　敏範（（株）ノリタケカンパニーリミテド）

田邉　衣加（古河電気工業（株））

菊池　伸（古河電気工業（株））

　　士建

岡田　真宏（中部電力（株））

垂見　敏男（中部電力（株））

人の動き

○　公益社団法人日本セラミックス協会
　　学術写真賞　優秀賞
　　受賞日　　　平成２３年３月１７日
　　受賞者　　　山本 和生、金 基鉉、田邉 衣加、加藤 丈晴、
　　　　　　　　平山 司、藤田 秀紀
　　　　　　　　浅香 透（名古屋工業大学）、入山 恭寿（静岡大学）
　　　　　　　　小久見 善八（京都大学）
　　　　　　　　杉田 雄二・野中 克雅・宮原 幸二（中部電力（株））
　　受賞題目　　リチウムイオンによる2次元電位分布の直接観察

○　公益社団法人日本セラミックス協会
　　学術写真賞　優秀賞
　　受賞日　　　平成２３年３月１７日
　　受賞者　　　　 士建、クレイグ・フィッシャー
　　　　　　　　森分 博紀、幾原　雄一
　　　　　　　　一杉 太郎（東北大学）
　　　　　　　　大木 栄幹（トヨタ自動車（株））
　　受賞題目　　リチウム2次電池用電極材料LiCoO2の
　　　　　　　　双晶境界における各イオンの原子配列

表　彰

JFCC の動きJFCC の動き

被災機関からの研究者の受け入れ

　今般の東日本大震災により、東北大学は甚大な被害を受けました。ＪＦＣＣは東北大学・幾原研究室（WPI）との密接な研究協力関
係に基づき、東北大学の研究者1名を、4月1日から5月31日まで当財団のナノ構造研究所で受け入れました。

幾原　雄一　ＪＦＣＣ客員主管研究員がフンボルト賞を受賞

　ＪＦＣＣ客員主管研究員である幾原　雄一氏は、ドイツのアレキサンダー・フォン・フンボルト財団の2010年度フンボルト賞を
受賞しました（授賞式は、2011年3月24日－27日にドイツにおいて行われました）。
　同賞は、ドイツ政府の国際的学術活動機関であるアレキサンダー・フォン・フンボルト財団が創設した賞であり、人文、社会、理、
工、医、農学の各分野において、基本的な発見もしくは新しい理論によって後世に残る重要な業績を挙げ、今後も学問の最先端で活
躍すると期待される国際的に著名な研究者に対して授与されるもので、幾原客員主管研究員は材料科学分野における日本人とし
ては３人目の受賞者となりました。　
　今回の受賞の対象となった研究は、「材料界面の超微細構造と物性に関する研究」であり、材料科学の分野に大きなブレークスルー
を与えたことが評価されました。幾原客員主管研究員は、最先端透過電子顕微鏡法を駆使し、セラミック材料の界面の原子・電子構
造を解明するとともに、これらの超微細構造を制御した新しい機能材料を創出しました。さらに同氏は、球面収差補正走査透過電
子顕微鏡法と第一原理計算を融合した新解析手法を開発し、これまで不明であった多くの材料現象を一気に解明することに成功
しました。
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「収差補正STEMによる原子直視と材料設計」

「第一原理計算を用いた固体イオニクス材料の理論解析」

講演内容の詳細、参加申し込みについては、
ＨＰのイベント案内をご参照ください。（参加無料）
 http://www.jfcc.or.jp/26_event/

客員主管研究員（東大・教授）　幾原　雄一

ナノ構造研究所・上級研究員　桑原　彰秀

［ ファインセラミックスセンターの技術シーズ ］

　中部地域での産学官連携活動の活性化のため、名古屋駅前
イノベーションハブ運営協議会が主催し、中部経済産業局の
ご協力の下、継続的に名古屋駅前イノベーションハブを舞台
に広く産業界の皆様に中部地域の研究機関の技術シーズを発
表する催しを隔月で開催いたします。第8回はファインセラミッ
クスセンターの技術シーズを紹介します。

　10月12日（水）～14日（金）に東京ビッグサイトにおいて、国
際セラミックス総合展を開催します。日本セラミックス協会、
日本ファインセラミックス協会などとともに主催団体の一つ
として出展します。ＪＦＣＣの技術シーズをより多くの方に知っ
ていただくため、最新の研究成果をポスターやサンプルにて
展示いたします。多数のご来場をお待ちしています。
http://www.jfcc.or.jp/26_event/

【日時】　2011年9月16日（金）　13：30～17：10
【場所】　名古屋駅前イノベーションハブ会議室
　　　　（愛知県産業労働センター （ウィンクあいち15F））

【主催】　名古屋駅前イノベーションハブ運営協議会
　　　　（財）ファインセラミックスセンター

【共催】　中部経済産業局
【参加費】無料

【プログラム】

特別講演 ： 「セラミックスナノ粒子の構造制御と機能創製 －ナノから原子レベルへ－」

講演1 「電子、光学物性評価について」

講演2 「高性能ＳＥＭによる微細構造観察事例について」

講演3 「熱物性評価技術について」

講演4 「試験評価・機器利用の全般について」

大阪大学接合科学研究所准教授　大原　智　氏

エレクトロ・マテリアルＧｒ　奥原　芳樹

電子線ホログラフィーＧｒ　横江　大作

フロンティア推進Ｇｒ　小川　光恵

フロンティア推進Ｇｒ　青木　正司

●日時　２０１１年１０月２６日（水）１３：００～１７：００
●会場　愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 
　　　　2F大ホール

事業案内事業案内

2011年 
国際セラミックス総合展開催のご案内

第8回名古屋駅前イノベーションハブ
技術シーズ発表会

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演して
いただきます。多数の皆様がご参加下さいますようご案内申
し上げます。（参加料；無料 参加申し込みの受付は9月より
JFCCホームページで行います）

ファインセラミックスシンポジウム2011開催のご案内

高機能コーティングの産業応用と将来展望
～ エネルギー分野で活躍するセラミックスコーティング ～

　9月26日（月）にＪＦＣＣにおいて、「ナノ構造制御に基づく
セラミックスの創成　～グリーン・イノベーションを牽引す
るセラミックス～」をテーマに東工大-名工大-ＪＦＣＣ-ＮＩ
ＭＳ合同講演会を開催いたします。4機関から最先端の研究紹
介があり、最先端情報の入手、議論、意見交換の場として有意
義な機会となると思います。ＪＦＣＣからは、以下の2件を講
演いたします。

第１２回　四セラミックス研究機関
（東工大-名工大-JFCC-NIMS）

合同講演会を開催します

基調講演　― 災害を乗り越える ―

「新しいクリーンエネルギー源、太陽電池への高機能コーティング技術の応用」

太陽光発電技術研究組合 　理事長　　桑野　幸徳　氏

講演1

（株）東芝　研究開発センター　研究主幹　 　四戸　孝　氏

講演2

東北大学　電気通信研究所   教授　   尾辻　泰一　氏

講演3

（独）産総研　集積加工研究G   グループ長　  明渡　純 氏

講演4

「SiCパワーデバイス（CVD応用）（仮題）」

「 グラフェンの電子デバイス応用」

「全固体型リチウムイオン電池
　　　　（エアロゾルデポジション応用）（仮題）」

「電子ビームPVDによる航空機エンジン用
　　　　熱遮蔽セラミックスコーティング」

（財）ファインセラミックスセンター　材料技術研究所  所長代理 　松原　秀彰


